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人口と世帯(平成17年６月１日現在)世帯数 1,758世帯(＋３) 男 2,867人(±０) 女3,001人(＋３) 計5,868人(＋３)
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K A T A S H I N A

りんごの花摘みが最盛期
山々が新緑になり、りんご農家では花摘みの時期を迎え、手
間のかかる作業に力が入ります。台風に負けず、秋には良い
実になればいいですね！（６／１　尾瀬グリーン街道にて）
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会　　　計　　　名

国 民 健 康 保 険
老 人 保 健
簡 易 水 道
農 業 集 落 排 水 事 業
下 水 道 事 業
介 護 保 険

６８９,６７４
６７１,３７４
１２８,１６３
３３,３３６

１７６,５９６
２７９,８９０

歳　　入 歳　　出 歳　　入 歳　　出
６８９,６７４
６７１,３７４
１２８,１６３
３３,３３６

１７６,５９６
２７９,８９０

６１９,３２６
６３７,３９５
１１３,５６５
４４,９９０

１１６,６９８
２７０,４２４

５９９,７１０
５９５,２６６
１２１,２８５
２６,９８４

１７３,１４６
２５１,００４

８７.０
８８.７
９４.６
８０.９
９８.０
８９.７

予　　算　　額 現 年 度 収 支 額
執　行　率

区　　　　　分

７,９９９
１,１４２
２８,２７１
８８,６００
１,９７８
５０,１７０
７４,１０５

３,９９５,９０７
４４５,０２７
５７３,９８５

５,２６７,１８４

０
０
０
０
０
０
０
０
０

７３,４７６
７３,４７６

７,９９９
１,１４２
２８,２７１
８８,６００
１,９７８
５０,１７０
７４,１０５

３,９９５,９０
７

４４５,０２７
６４７,４６１

１,９９８
４９９

２１,７１９
２０,６６７
１,６５２

０
８,８４７

０
０
０

５５,３８２

０
０
０
０
０
０

２８７
０
０
０

２８７

１,９９８
４９９

２１,７１９
２０,６６７
１,６５２

０
９,１３４

０
０
０

５５,６６９

前　期　末
現　在　高

今　期
増減高

今　期　末
現　在　高

前期末
現在高

今　期
増減高

今期末
現在高

土　　　地（地積）

本 庁 舎

山 林
原 野
そ の 他
合 計

その他
の行政
機　関

公共用
財　産

建　　物（延面積）

会　計　名

観光施設事業

収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出

４７４,８０６
５０５,９８１
１２６,０００
１９９,０４５

４４２,１６０
４８２,８０７
１２６,０００
１９９,０４５

９３.１
９５.４

１００.０
１００.０

項　　　目 予　算　額 現 年 度 収 支 額 執　行　率

村有財産の保有状況

特別会計

１ 土地及び建物

（単位:千円）

（単位:㎡）

（平成17年３月末現在）

警察（消防）施設
そ の 他 施 設
学 校
公 営 住 宅
公 園
そ の 他 の 施 設

区　　　　　　　　　　　分
２３
１０
３
９

３０
１
８
３

８７

０
０
０
１
０
０
０
０
１

２３
１０
３

１０
３０
１
８
３

８８

前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

（単位:台）２ 物　品

乗 用 車
小 型 貨 物 、 バ ン
バ ス 、 マ イ ク ロ
軽 四 輪 乗 用 貨 物
消 防 車
小 型 ダ ン プ
ブ ル ト ー ザ ー
身 障 者 用 特 殊 車 両
合 計
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平成17年３月末現在の片品村の財政事情は、次表のとおりとなっています。
今後、皆様の行財政に関するご協力をお願いいたします。
なお、本掲載は「片品村財政事情書の作成及び公表に関する条例」に基づく掲載の
ため、速報数値であり、監査等承認手続未了の数値であります。

歳入歳出予算の執行状況（16年10月～17年３月）

平成16年度の財政事情

一般会計
１　歳　入 （単位:千円）

款　　　　　　　　別
１
２
３
４
5
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21

５８２,３４８
９３,５３２
３,５４０
５３５
５３７

５９,８１６
４６,６８７
４,９９６
７,９２４

１,７７１,０５２
１,６８０

８５,２５５
２６,０１１
８７,８９９

２４０,０３９
１７,８８１

１
３２５,８５３
１２３,６９０
１５３,９７５
３３８,０００

３,９７１,２５１

５８８,７４１
６６,６１５
３,５４０
５３５
５３７

５９,８１６
４６,６８７
４,９９７
７,９２４

１,７７１,０５２
１,６８０

７７,８４１
２５,８２５
７２,２４１
７３,６７８
２２,６１３
１,０００

３２５,８５３
１２３,６９０
９１,２３６

２３６,１００
３,６０２,２０１

１０１.１
７１.２

１００.０
１００.０
１００.０
１００.０
１００.０
１００.０
１００.０
１００.０
１００.０
９１.３
９９.３
８２.２
３０.７

１２６.５
皆増

１００.０
１００.０
５９.３
６９.９
９０.７

予　　算　　額 現 年 度 収 入 額 執　　行　　率
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 付 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債
合 計

（平成17年３月末現在）

款　　　　　　　　別
１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14

８３,１７１
５６３,３５９
５５４,２１３
４５０,３４８

７３
３９２,２３９
１３６,０３１
３５２,７０８
１３３,０４０
５５０,０３６

７４
５３３,８５９
２２０,１００

２,０００
３,９７１,２５１

８２,０２６
４０１,５７０
５３５,７３０
３７６,５６６

７３
３２５,７１４
１３１,１３７
３４２,２８９
１３１,９２３
５０１,５０１

９
５３３,５７１
２２０,１００

０
３,５８２,２０９

９８.６
７１.３
９６.７
８３.６

１００.０
８３.０
９６.４
９７.０
９９.２
９１.２
１２.２
９９.９

１００.０
０.０

９０.２

予　　算　　額 現 年 度 支 出 額 執　　行　　率

２　歳　出 （単位:千円）

議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出
予 備 費
合 計
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第２回（全３回） 生活の満足度や情報、少子化、高齢者福祉などについて
生活環境の満足度
生活環境について満足度が高いのは「自然が豊か

で潤いがある」43.9％、「騒音・振動・大気汚染等
の公害問題が少ない」31.5％、「近隣の人たちと仲
がいい」23.2％、「水道の整備が進んでいる」
23.1％、「住民検診や健康指導が充実している」
20.7％などです。
反対に不満度が高いのは、「衣料品や電化製品な

どの買い物がしやすい」55.0％、「雇用の機会が充
実している」46.2％、「半日～１日過ごせる遊び場
や居場所がある」43.1％、「高齢者の働く場など生
きがい対策が充実している」38.7％、「バスなど公
共交通機関が利用しやすい」36.4％、「食品や日用
品の買い物がしやすい」36.1％、「身近なところに
子どもの遊び場や居場所がある」36.1％、「歩道の
整備など、交通事故対策が充実している」36.0％な
どで、全体に不満度が高くなっています。

生活環境の満足度

生活環境の重要度
生活環境の重要度が高のは、「診療所や病院等、

医療機関が充実している」49.8％、「雇用の機会が
充実している」45.4％、「消防・救急体制、防災対
策が整っている」45.4％、「自然が豊かで潤いがあ
る」44.1％、「高齢者や障害者のための施設が整っ
ている」43.6％、「歩道の整備など、交通事故対策
が充実している」42.5％、「防犯の面で安心である」
41.5％などで、30～40％のところに多くの項目が
あがっています。
反対に重要でないのは、「衣料品や電化製品など

の買い物がしやすい」9.4％、「家並みなどが美しい」
7.2％、「バスなど公共交通機関が利用しやすい」
6.5％、「娯楽やレジャーの環境が整っている」
5.4％、「国際交流が盛んである」5.0％などがあげ
られています。

生活環境の重要度

�

�

�

住民　N＝779

0％ 100％

0％ 100％

第３次片品村総合計画策定のための住民アンケート調査結果�

満足　　　 普通　　　 不満　　　 わからない　　　 無回答

住民　N＝779

重要　 普通　　 重要でない　　 わからない　　 無回答
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例
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、
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十
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上

の
方
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待
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し
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が
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年
々
元
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な
お
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で
、
今
年
度
か
ら
七
十
五
歳
以
上
の
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き
ま
し
た
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司
会
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役
を
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、
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じ
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影
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地
元
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写
真
愛
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皆
さ
ん
に
温
か
い
雰
囲
気
の
中
で
撮

っ
て
頂
き
、
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の
中
で
記
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撮
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で
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ま
し
た
。

婦
人
会
や
文
化
協
会
芸
能
部
の
皆

さ
ん
に
は
、
心
の
こ
も
っ
た
舞
踊
、

楽
し
い
出
し
物
等
し
て
頂
き
、
笑
い

の
中
で
今
年
度
の
敬
老
会
を
終
え
ま

し
た
。

今
の
こ
の
素
晴
ら
し
い
片
品
を
作

っ
て
く
れ
た
皆
様
に
心
か
ら
の
敬
意

を
表
し
、
こ
れ
か
ら
の
む
ら
づ
く
り

に
是
非
知
恵
を
貸
し
て
頂
き
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

盛
り
上
が
っ
た
敬
老
会

区　　　　　　　　　　分 前 期 末 現 在 高 今 期 増 減 高 今 期 末 現 在 高

３　出資による権利 （単位:千円）

農 業 信 用 基 金 協 会
信 用 保 証 協 会 出 え ん 金
片 品 村 森 林 組 合
群 馬 県 造 林 公 社
群 馬 県 椎 茸 農 協
群 馬 県 木 炭 協 会
群馬県青果物生産出荷安定基金
群 馬 県 労 働 者 信 用 基 金 協 会
群 馬 県 農 業 後 継 者 育 成 基 金
群 馬 県 ス ポ － ツ 振 興 事 業 団
武 尊 山 観 光 開 発 株 式 会 社
尾 瀬 高 原 リ ゾ － ト 株 式 会 社
群 馬 県 健 康 づ く り 財 団
ぐ ん ま 腎 臓 バ ン ク
ふ る さ と 市 町 村 圏 基 金 出 資 金
群 馬 県 長 寿 社 会 づ く り 財 団
群 群 馬 県 工 業 技 術 振 興 基 金
● 群 馬 県 養 蚕 振 興 基 金
群 馬 県 消 防 協 会
● 尾 瀬 保 護 財 団
● 群 馬 県 畜 産 協 会
片 品 村 振 興 公 社 株 式 会 社
合 計

地方債及び一時借入金の状況

４　基　金

区　　　　　　　分
地 方 債
一 時 借 入 金
合 計

２,９０９,３２０
０

２,９０９,３２０

前 期 末 現 在 高
４２７,７０９

０
４２７,７０９

今 期 増 減 高
３,３３７,０２９

０
３,３３７,０２９

今 期 末 現 在 高

区　　分
現　　金 525,278 －228,853 296,425

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高 区　　分
現　　金
土　　地
計

380,713
82,237 
462,950

0
0 
0

380,713
82,237
462,950

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 1,082 －489 593

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 11,360 0 11,360

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 782 0 782

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

区　　分
現　　金 137,000 －37,000 100,000

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（１）財政調整基金 （２）土地開発基金

（３）奨学基金

（４）地域づくり特別事業基金
（５）減債基金

（６）福祉基金

（単位:千円）（平成17年３月末現在）

区　　分
現　　金 10,178 0 10,178

前期末現在高 今期増減高 今期末現在高

（７）ふるさと農村活性化基金

（平成17年３月末現在）

（単位:千円）

（財）

（財）
（社）

１,８９０
５,０００
２,０００
１００

１
４３
３０

１６７
７１８
３０５

１９,７００
５,０００

２１
７６

７４,２２５
２０３
３８

２６１
７８１

１５,０００
１５０

８,５００
１３４,２０９

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１,８９０
５,０００
２,０００
１００

１
４３
３０

１６７
７１８
３０５

１９,７００
５,０００

２１
７６

７４,２２５
２０３
３８

２６１
７８１

１５,０００
１５０

８,５００
１３４,２０９



「ほぼ、毎日のように利用している」が平均より高
くなっています。
村から欲しい情報の内容（あてはまる全てを選択）

子育て支援の重点策
子育て支援の重点策については、「保育費・教育

費などの負担軽減」38.1％と「仕事と育児を両立で
きるよう父母の雇用環境の整備促進」37.4％が高く、
次いで「通学路、交通安全施設の整備など、安全な
むらづくり」24.5％、「子育てサークルなど、子ど
も同士・親同士の交流の場づくり」22.8％、「低年
齢児保育、延長保育、学童保育など、保育内容・体
制の充実」20.7％、「児童館、身近な公園・広場な
ど、遊び場の充実」18.7％、「多様な体験ができ、
交流の活発な子どもたちが楽しく過ごせるむらづく
り」18.6％などと続いています。
「保育費・教育費などの負担軽減」は「30歳代」

が、「仕事と育児を両立できるよう父母の雇用環境
の整備促進」は「50歳代」が、「児童館、身近な公
園・広場など、遊び場の充実」は「18～29歳」「30
歳代」が平均より高くなっています。

子育て支援の重点策（３つまで選択）

少子化対策
少子化対策については、「若者・女性の安定した

仕事への就職・再就職支援（職業能力の向上支援な

ど）」が36.6％と最も高く、次いで「子どもの時か

らの男女共同参画の推進（家事の手伝い、弟妹の世

話など）」22.0％、「村の魅力づくりと宣伝による、

村に住む誇り意識づくり（むらづくり活動など）」

22.0％、「子育て支援の充実（保育所など保育サー

ビス）」19.9％、「若者が敬遠するようなしきたりや人

間関係などの改善」19.9％などが高くなっています。

年齢別では、「子どもの時からの男女共同参画の

推進（家事の手伝い、弟妹の世話など）」は「60歳

代」が、「若い世代向けの賃貸住宅、住宅用地の開

発・整備」は「18～29歳」「30歳代」が、「子育て

支援の充実（保育所など保育サービス）」「若者が敬

遠するようなしきたりや人間関係などの改善」は

「30歳代」が平均より高くなっています。

少子化対策（３つまで選択）

子どもの教育や生活に必要な課題
子どもの教育や生活に必要な課題については、

「わかる授業など、基礎学力の習得の徹底」41.1％

が最も高く、「興味をもてる、楽しい授業の実施」

27.3％、「共同性や社会意識、社会的マナーを育て

る家庭・地域・学校教育の推進」25.7％、「一人ひ

とりの個性を重視した教育の推進」18.4％、「人

権・福祉教育など心の教育推進（福祉施設でのボラ

ンティア体験など）」16.3％などと続いています。

年齢別にみると、「興味をもてる、楽しい授業の

実施」「スキーなどのスポーツ活動の充実」が「18

～29歳」で、平均より高くなっています。

住民　N＝779
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生活環境の満足度と重要度に
ついてみると、満足度・重要度
がともに高い「自然が豊かで潤
いがある」「騒音・振動・大気
汚染等の公害問題が少ない」
「近隣の人たちと仲がいい」「水
道の整備が進んでいる」などと、
満足度が低くて重要度が高い
「雇用の機会が充実している」
「診療所や病院等、医療機関が
充実している」「高齢者や障害
者のための施設が整っている」
「歩道の整備など、交通事故対
策が充実している」など、満足
度は高いものの重要度が低い
「祭りやイベントが充実してい
る」「公民館活動や村内会・自
治会活動などが活発である」な
ど、満足度・重要度がともに低
い「衣料品や電化製品などの買
い物がしやすい」「国際交流が
盛んである」など、４つのタイ
プに分類されます。
「みんなで問題を解決する」

必要のある緊急課題群（重要度
が高いにもかかわらず満足度が
低い施策・事業）」に重点的に
取組むとともに、「むらのいい
ところを活かす」ためのＰＲ課
題群（満足度・重要度とも高い）
をアピールしたむらづくりも課
題です。また、「むらの魅力を
高める」ための新規課題群（満
足度・重要度とも低く、個性を
出しやすい取組み）も検討が求
められます。

村から欲しい情報の内容
村から得たい情報の内容では、「むらづくりの計

画や進行状況」28.2％が一番多く、「各種行政サー
ビスの情報」19.0％、「村の財政状況」17.3％、
「村内の催し（イベント）の情報」11.9％、「観光の
最先端の動き」11.6％などが続いています。
生活に役立つ情報とともに、むらづくりへの関心

の高さが伺われます。
年齢別では、「村内の催し（イベント）の情報」

は「18～29歳」が、「むらづくりの計画や進行状況」
は「50歳代」が、「各種行政サービスの情報」は
「30歳代」が平均より高くなっています。
「インターネットの利用」と「村から欲しい情報

の内容」の関係をみると、「むらづくりの計画や進
行状況」は「週１回以上利用している」が、「各種
行政サービスの情報」「観光の最先端の動き」は

満足度―重要度散布図の見方
◆縦軸が満足度、横軸が重要度であり、それぞれ点数が高いほど満足
度又は重要度が高いことを表しています。
◆「満足（重要）」を3点、「普通」を2点、「不満（重要でない）」を１
点として加重平均を取っています。
◆計算式は「（a×3点）＋（b×2点）＋（c×1点）/（a＋b＋c）」で
す
a＝「満足（重要）」の割合（％）、b＝「普通」の割合（％）、c＝

「不満（重要でない）」の割合（％）

生活環境についての満足度・重要度の散布図

インターネットの利用
パソコンによるインターネットの利用は、「ほぼ、

毎日のように利用している」13.1％、「時々利用し
ている」12.5％、「週１回以上利用している」4.9％
で、利用している人はあわせて30.5％になります。
「利用したことがない」は53.5％です。
年齢別で利用している人をあわせてみると、「18

～29歳」67.8％、「30歳代」57.3％ですが、「40歳
代」47.0％、「50歳代」35.4％と40歳代以上は年
齢とともに少なくなります。

インターネットの利用

■ほぼ、毎日のように利用している　　 週１回以上利用している
■時々利用している　　　　　　　　　 利用したことがない
■わからない　　　　　　　　　　　　 無回答

住民　N＝779
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五
月
二
十
八
日(

土)

、
東
京
在
住
で

下
小
川
出
身
の
須
藤
正
男
さ
ん
を
講
師

に
写
真
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
「
花
と
人
物
を
撮
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
防
災
無
線
も
使
っ
て
参
加

者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、
初
心
者
か
ら
上

級
者
ま
で
十
八
名
の
参
加
者
が
あ
り
ま

し
た
。

下
小
川
少
年
哲
学
堂
で
野
外
撮
影
に

つ
い
て
講
義
を
受
け
た
後
、
結
婚
の
森

ま
で
野
道
な
ど
を
歩
き
な
が
ら
、
花
の

名
前
か
ら
、
花
・
木
が
綺
麗
に
見
え
る

方
向
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
級
者
に
は
オ

ー
ト
フ
ォ
ー
カ
ス
で
な
く
マ
ニ
ュ
ア
ル

モ
ー
ド
を
使
っ
て
の
撮
影
方
法
な
ど
も

指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
写
真
の

撮
り
方
は
も
ち
ろ
ん
カ
メ
ラ
の
機
能
、

花
に
も
興
味
が
湧
い
た
方
は
多
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

少
年
哲
学
堂
と
須

藤
正
男
さ
ん
は
三
回

目
の
写
真
講
座
も
予

定
し
て
い
る
そ
う
で

す
。広

報
五
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
、

「
今
残
し
た
い
片
品
の

景
観
」
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
の
作
品
も
募
集

中
で
す
。

こ
れ
を
機
会
に
、

皆
さ
ん
も
心
に
残
る

写
真
を
撮
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

少
年
哲
学
堂
写
真
講
座
②

「
野
外
実
習
・
花
と
人
物
」

パソコンスクリーンを使って個々にアドバイス

講師の説明に熱心に聞き寄る参加者

《
作
者
》

飯
塚
栄
成
さ
ん

（
群
馬
県
藤
岡
市
専
門
学
校
生
）

《
作
品
の
意
図
》

大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
輝
く
君
を
見

た
い
」
の
輝
く
様
子
を
そ
れ
ぞ
れ
競
技

種
目
に
合
わ
せ
て
色
づ
け
し
、
表
現
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
シ
ル
エ

ッ
ト
に
は
ス
ピ
ー
ド
感
を
出
し
、
上
の

ジ
ャ
ン
プ
競
技
の
シ
ル
エ
ッ
ト
脇
に
は

青
空
を
い
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
間
に
水

芭
蕉
を
入
れ
る
こ
と
で
、
輝
き
を
増
す

よ
う
に
、
さ
ら
に
大
会
が
片
品
を
会
場

地
と
し
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
表
現
し

ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
尾
瀬
国
体
成
功
の
た
め
、

村
民
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。 尾

瀬
国
体
ポ
ス
タ
ー
決
定

片
品
村
で
は
、
構
造
改
革
特
別
区
域

計
画
（
第
八
回
）
の
認
定
申
請
を
行
い

ま
し
た
。

申
請
の
概
要
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
　
構
造
改
革
特
別
区
域
計
画
の
作
成

主
体

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村

二
　
構
造
改
革
特
別
区
域
の
名
称

尾
瀬
の
郷
・
片
品
村
ど
ぶ
ろ
く
特

区

三
　
構
造
改
革
特
別
区
域
の
範
囲

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
の
全
域

四
　
申
請
の
時
期

平
成
十
七
年
五
月
九
日

内
閣
府
構
造
改
革
特
区
・
地
域
再
生

担
当
室
で
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
審
査

が
行
わ
れ
認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
れ

ば
、
片
品
村
に
構
造
改
革
特
区
が
誕
生

し
ま
す
。

構
造
改
革
特
区
に
認
定
さ
れ
ま
す

と
、
酒
税
法
の
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ

「
農
家
民
宿
や
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

を
開
業
し
、
原
料
と
な
る
米
を
自
ら
栽

培
し
て
い
る
農
業
者
は
、
自
家
製
の
酒

類
の
製
造
が
で
き
ま
す
。」

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
む
ら
づ

く
り
観
光
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

構
造
改
革
特
別
区
域
計
画

の
認
定
申
請
を
し
ま
し
た

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
が
、
日

ご
ろ
国
道
・
国
税
・
登
記
・
郵
便
な
ど

国
の
業
務
、
地
方
公
共
団
体
が
国
か
ら

委
任
や
補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
国

民
年
金
・
生
活
保
護
な
ど
の
業
務
、
特

殊
法
人
（
公
団
な
ど
）
の
業
務
、
県
・

市
町
村
等
の
業
務
に
つ
い
て
、「
こ
れ

は
困
っ
た
、
何
と
か
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
」
と
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
「
こ
う
し

て
欲
し
い
」
と
い
う
よ
う
な
苦
情
・
要

望
・
意
見
な
ど
の
相
談
を
受
け
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
役
場
総
務
課
行
政

相
談
係
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

1
５
８
―
２
１
１
１

平
成
十
七
年
四
月
一
日
付
で
、

入
澤
里
子
さ
ん
が
総
務
大
臣

か
ら
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

（
再
任
）
さ
れ
ま
し
た
。

・・・・
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子どもの教育や生活に必要な課題（３つまで選択）

自分の健康や体力についての問題
自分の健康や体力についての問題については、

「運動不足である」50.7％が最も高く、「足の筋力が

弱くなってきている」35.7％、「ストレスがたまっ

ている」25.7％、「疲れがたまっている」24.9％、

「標準より太りすぎである」25.2％などと続いてい

ます。

自分の健康や体力についての問題（あてはまる全て
を選択）

今後の高齢者福祉について
今後の高齢者福祉については、「自宅で生活が続

けられるように、介護保険や在宅福祉サービスの充

実」33.0％と「声をかけあったり、助け合ったりす

る地域づくり」32.2％が高く、「地域医療体制や救

急医療体制の充実」20.2％、「高齢者の働く場や機

会の確保」18.6％、「高齢者の知識や技術を活かす

機会やボランティアの機会の充実」18.2％、「特別

養護老人ホームなど入所施設の充実」15.5％などと

続いています。

今後の高齢者福祉について（３つまで選択）

住民　N＝779

住民　N＝779

住民　N＝779

宝さがし in 片品の元気

「片品の元気」に会いに来てね！
出店参加者募集中

第13回ふれあいバザール＆
同時開催上毛新聞社まちむら元気21
日時 平成17年７月９日（土）

10時～14時
会場 片品村文化センター駐車場

及び笠科神社境内

主催 エンジョイネットワーク片品
後援 片品村　片品村イベント委員会

片品村教育委員会　
協賛 片品村商工会　片品村農協　群馬県
連絡先 入澤真理呼（158-2425）

笠原紀美子（158-2348)

ファイト県民会議　ファイター公募パネルを展示し
ます。
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ニ
ュ
ー
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ニ
ュ
ー
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五
月
二
十
九
日
（
日
）
県
立
敷
島
公

園
陸
上
競
技
場
（
前
橋
市
）
を
中
心
に

第
二
十
二
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭
と

し
て
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
る
各
種

大
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
る
大
会
と

し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

年
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
県
内
の
各
市
町

村
か
ら
参
加
し
た
選
手
、
役
員
が
競
技

及
び
応
援
で
ス
ポ
ー
ツ
祭
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

な
お
、
大
会
は
尾
瀬
太
鼓
も
参
加
し

て
の
県
和
太
鼓
会
の
演
奏
、
各
市
町
村

婦
人
会
の
民
踊
で
は
本
年
は
丸
沼
音
頭

が
集
団
演
技
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
は
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル

フ
、
綱
引
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
の

七
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
片

品
村
も
全
種
目
に
参
加
し
ま
し
た
。

片
品
村
選
手
団
の
成
績
は
種
目
別

で
、
八
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、
綱
引
き
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝

し
、
そ
の
他
の
種
目
も
健
闘
し
、
村
の

部
総
合
で
第
二
位
と
な
り
ま
し
た
。

選
手
、
役
員
、
応
援
の
皆
さ
ん
暑
い

中
、
早
朝
よ
り
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

第
三
位

第
　
八
　
区

優
秀
選
手
賞

星
野
　
桂
次
（
五
区
）

敢
　
闘
　
賞

山
崎
　
隆
雄
（
四
区
）

二
部
大
会

優
　
勝

第
　
三
　
区

準
優
勝

第
　
二
　
区

最
後
に
、
早
朝
よ
り
大
会
運
営
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
役
員
並
び
に

選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

第
二
十
二
回

県
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
大
会

第
31
回区

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

地
域
子
ど
も
教
室

五
月
二
十
二
日
（
日
）、
片
品
中
学

校
校
庭
に
お
い
て
、
第
三
十
回
区
対
抗

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
第
五
区
の

四
連
覇
で
終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

優
　
勝

第
　
五
　
区

準
優
勝

第
　
四
　
区

第
三
位

第
　
一
　
区

「
地
域
子
ど
も
教
室
」
は
、
地
域
の

人
が
、
放
課
後
や
週
末
に
子
ど
も
た
ち

の
活
動
を
見
守
っ
た
り
、
一
緒
に
遊
ん

で
交
流
し
た
り
す
る
活
動
を
通
し
て
、

子
ど
も
達
の
居
場
所
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
国
か
ら
の
委
託
事
業
で

す
。地

域
の
人
に
育
て
ら
れ
た
子
ど
も
達

は
、
地
域
を
大
切
に
し
、
や
が
て
大
人

に
な
っ
た
と
き
、
地
域
の
子
ど
も
達
を

育
て
て
く
れ
ま
す
。

今
年
度
、
片
品
村
で
は
「
武
尊
根
子

ど
も
教
室
」、「
友
遊
ク
ラ
ブ
（
片
小
）」、

「
片
品
や
る
や
る
探
検
隊
」
の
三
つ
の

教
室
を
地
域
の
人
が
計
画
し
て
実
施
し

ま
す
。「
武
尊
根
子
ど
も
教
室
」
と

「
友
遊
ク
ラ
ブ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
子
ど
も
達
を
対
象
と
し
て
い
ま
す

が
、「
片
品
や
る
や
る
探
検
隊
」
は
、

参
加
者
を
募
集
し
て
実
施
し
ま
す
。

「
片
品
や
る
や
る
探
検
隊
」
の
計
画
を

紹
介
し
ま
す
。

○
参
加
費
、
対
象
学
年
な
ど
の
詳
し
い

こ
と
は
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

片
品
や
る
や
る
探
検
隊
事
務
局

1
（
５
８
―
２
３
４
８
）

地
域
子
ど
も
教
室
実
行
委
員
会
事
務

局
（
教
育
委
員
会
内
）

1
（
５
８
―
２
１
４
４
）

第５区の皆さん
（日程、活動内容等変更する場合があります。）

内　 容

こまのサーカス
（こま体験あり）

６月29日（水）
17:30～19:30

片品小
体育館

第１回
陶　芸

７月10日（日）
10:00～12:00

花　咲

サッターと
森林

８月中旬

どろだんご 夏休み中

第１回
マジック
（ロープ）

６月18日（土）
14:00～16:00

文　化
センター

ハイキング 秋

期　　日 場 所
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

平
成
十
七
年
五
月
十
八
日
（
水
）
群

馬
会
館
（
前
橋
市
）
に
お
い
て
、
平
成

十
七
年
度
群
馬
県
総
合
表
彰
式
が
行
わ

れ
、
地
域
づ
く
り
や
地
方
自
地
・
福

祉
・
環
境
な
ど
二
十
分
野
で
活
躍
さ
れ

た
百
二
十
九
人
と
六
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

片
品
村
か
ら
は
、
千
明
政
夫
さ
ん

（
摺
淵
）
が
長
年
に
わ
た
り
、
地
域
づ

く
り
な
ど
に
、
地
道
な
活
動
を
続
け
た

功
績
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

千
明
さ
ん
の
主
な
近
年
の
活
動
は
、

平
成
十
五
年
度
、
県
民
の
自
主
的
な
活

動
を
促
進
す
る
組
織
「
ぐ
ん
ま
文
化
会

議
」
の
提
案
で
行
わ
れ
た
「
ぐ
ん
ま
文

化
観
光
社
・
片
品
」
で
、
地
区
代
表
の

運
営
委
員
と
し
て
参
加
、
地
域
の
魅
力

を
見
つ
め
直
し
そ
の
価
値
を
再
発
見
す

る
事
業
に
お
い
て
、
指
導
者
的
な
役
割

を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度
に
は
、
片
品
村
で
開

催
さ
れ
た
「
群
馬
県
幹
部
会
議
」
に
お

け
る
地
域
住
民
と
の
交
流
事
業
で
も
中

心
と
な
っ
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
発
展
の
た
め
に
幅

広
い
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

平
成
十
四
年
は
完
全
週
五
日
制
、
新

学
習
指
導
要
領
完
全
実
施
の
年
で
し

た
。
学
校
に
と
っ
て
変
革
の
ス
タ
ー
ト

の
年
と
な
り
ま
し
た
。

武
尊
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
飯
塚
巧
会

長
）
で
は
、「
村
の
施
設
に
車
椅
子
を

贈
ろ
う
」
と
ア
ル
ミ
缶
の
回
収
を
始
め

ま
し
た
。

自
分
た
ち
に
で
き
る
身
近
な
福
祉
を

子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
実
践
し
て
き
ま

し
た
。

ア
ル
ミ
缶
回
収
に
あ
た
っ
て
は
、
各

家
庭
で
水
洗
い
そ
し
て
水
気
を
切
っ
て

か
ら
ビ
ニ
ル
袋
や
箱
に
つ
め
て
出
す
と

い
う
ル
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
、
こ
の
こ
と
が
生
き
た

学
習
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ル
ミ
缶
を
洗

う
親
の
姿
に
「
自
分
た
ち
に
で
き
る
福

祉
、
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
の
で
す
。

平
成
十
五
年
（
三
浦
忠
志
会
長
）
平

成
十
六
年
（
千
明
喜
一
会
長
）
と
保
護

者
の
み
な
ら
ず
地
域
の
み
な
さ
ま
の
協

力
で
た
く
さ
ん
の
ア
ル
ミ
缶
が
学
校
に

持
ち
寄
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ア
ル
ミ
缶
を
、
尾
瀬
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
圧
縮
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
圧
縮
作
業
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
役

員
を
中
心
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

圧
縮
さ
れ
た
ア
ル
ミ
缶
の
総
量
は
五
百

キ
ロ
グ
ラ
ム
。

昨
年
十
二
月
に
ア
ル
ミ
缶
を
回
収
業

者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
っ
た
収
益
に
よ

っ
て
二
台
の
車
椅
子
を
購
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

五
月
十
一
日
、
片
品
村
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
贈
す
る
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
当
日
は
、
田
邊
村
議
会
議
長
に
来

校
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
（
桑
原
一
禎
会
長
）
も
ア
ル

ミ
缶
の
回
収
は
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

体
育
館
の
南
側
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
場
を

設
け
ま
し
た
。
さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
敬
老
会
が
、
五
月
三

十
日
（
火
）
文
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

敬
老
者
五
〇
一
名
、
来
賓
三
十
名
の
出

席
を
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
敬
老
会
は
、
村
と
区
長
会
が
主

催
し
、
長
年
社
会
に
尽
く
さ
れ
た
お
年

寄
り
の
方
を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
行

事
で
す
。

当
日
は
文
化
セ
ン
タ
ー
前
で
各
区
記

念
写
真
を
文
化
協
会
写
真
部
員
の
方
々

が
撮
影
し
、
倉
田
平
四

郎
さ
ん
の
司
会
で
午
前

十
一
時
か
ら
式
典
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
、
片
品
村
婦
人
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
踊
り
、

文
化
協
会
芸
能
部
の
皆

さ
ん
に
よ
る
舞
踊
が
行

わ
れ
会
場
を
大
い
に
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

又
、
出
席
者
の
皆
さ

ん
に
婦
人
会
か
ら
手
ぬ

ぐ
い
、
武
尊
花
苗
組
合

の
皆
さ
ん
よ
り
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
の
花
苗
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。

敬
老
者
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
健

康
に
気
を
付
け
て
、
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

敬
老
会
開
催
さ
れ
る

平
成
十
七
年
度
群
馬
県
総
合
表
彰

千
明
政
夫
さ
ん
（
摺
淵
）

地
域
づ
く
り
部
門
で
受
賞

ア
ル
ミ
缶
で
車
椅
子

…
い
ま
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
…

武
尊
根
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

会場を沸かせたアトラクション（婦人会8支部）
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Key words: キーワード：
passionate 情熱的な　　come in first 一着になる　　tear 涙
sorrow 悲しみ　　joy 喜び　　weakness 弱さ　　emotion 感動
feeling 感情　　shed 落とす　流す　　grateful 感謝に満ちた

It is always moving to me to see how passionate
my students are about their school experiences.
私の生徒たちが学校生活の中でその感情をむきだしに
あらわすのを見るといつも驚きます。

I can see this passion in their tears of sorrow and their tears of
joy.
その情熱は悲しみの中にも喜びの中にも見ることができます。
For example, they may cry when their class comes in first on
Sports Day, or they may cry when their class loses a Chorus
Contest.
体育祭で優勝しても泣いて合唱コンクールで負けても泣きます。
In the United States, girls and particularly boys are taught it is a
sign of weakness to cry. 
合衆国では女の子も特に男の子はそうですが、泣くことは弱さの証明だ
とさとされます。
It is very unusual to see Americans sharing their strong emotions
through tears.
アメリカでは涙を流して感動を分かち合うということはまれです。
But in Japan, I believe children‥and even some adults?feel
comfortable showing their feelings.
日本では、子ども達、大人もそうですが、自分の感情を表に出すことを
すすんで行ないます。
I will be leaving Katashina this summer, and I'm sure I will shed
many tears between now and the day I leave. 
私は７月に片品を去ります。それまでにたくさんの涙を流すでしょう。
But I won't cry just because I am sad, I will cry because I am
grateful for the wonderful memories my experience here has
given me.
さびしいから泣くのではありません。片品での素晴らしい思い出に感謝
しての涙です。
Perhaps this is one of many ways I have become a little bit
Japanese!
少しだけ私が日本人になったということでしょう。

Tears of Joy 喜びの涙
☆生涯学習講座関係
・第３回「古文書を読む会」

☆青少推、子育連関係
・少年の主張尾瀬大会

☆社会体育関係
・議長杯ＧＧ大会
・家庭婦人バレーボール大会

☆婦人会関係
・郡婦人会ミニバレー大会

☆スポ少関係
・スポ少球技大会

☆学校関係
◇小中学校
・１学期終業式
・夏季休業日
・尾瀬サミット

◇小学校
・銚子市明神小との交歓会

◇片小
・尾瀬学習（５年）
・健全育成会議

◇北小
・ＰＴＡ本部役員会議
・運動会打ち合わせ会議
・学校公開日
・北地区健全育成会議

◇南小
・授業参観
・学校保健委員会
・ＰＴＡ役員会

◇武小
・桜花苑交流会
・ナイトフェスティバル準備会議

・運動会役員準備会議
◇片中
・期末テスト
・高校説明会
・文化財めぐり（１年）
・環境奉仕日
・歯科保健指導(1･2年）
・学校一日公開参観日
・夏季健全育成研修会
・郡中体連
・全校登校日
・県中体連

下旬

７日

上旬
３日

８日

３日

20日
21日～

26日～29日

28日～30日

14日
19日

５日
５日
13日
14日

６日
８日
13日

８日

11日
15日

1日
1日
５日
８日
12日
14日
14日

16～18、21、22日
28日

30日～

７月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますので、予め
御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
五
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

水
芭
蕉
蝶
酔
ふ
如
く
舞
ひ
に
け
り

水
芭
蕉
憩
ふ
ひ
と
日
の
風
や
さ
し

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

倒
木
も
芽
吹
き
て
お
り
ぬ
水
芭
蕉

行
く
春
の
今
を
盛
り
の
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

木
も
れ
日
や
双
子
に
三
ツ
子
水
芭
蕉

湧
水
は
子
守
唄
な
り
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

鯉
の
ぼ
り
谷
間
の
風
を
大
河
と
し

水
芭
蕉
花
も
人
も
賑
わ
へ
り

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

小
流
れ
の
水
の
明
暗
水
芭
蕉

初
節
句
金
ぴ
か
の
鯉
空
高
し

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

水
芭
蕉
夏
の
想
ひ
出
詩
人
逝
く

自
転
車
の
セ
ー
ラ
ー
服
や
風
光
る

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

花
に
酔
い
人
に
酔
ひ
た
り
水
芭
蕉

花
咲
爺
い
ま
村
中
に
花
咲
か
す

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

千
匹
の
鯉
泳
ぐ
里
五
月
晴

風
も
な
く
日
差
し
春
め
く
水
芭
蕉

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

山
桜
う
す
紅
つ
け
し
青
い
空

旅
人
が
ポ
ー
ズ
を
と
り
し
水
芭
蕉

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

色
冴
え
て
芭
蕉
は
水
に
影
う
つ
す

水
芭
蕉
春
衣
の
衿
を
合
せ
け
り

鎌
田
　
　
　
木
内
　
山
人

新
樹
光
る
人
皆
美
し
く
見
ゆ
る
夕

旅
先
の
一
句
余
情
去
り
が
た
し

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

吹
雪
か
れ
て
雪
庇
の
陰
に
飯
を
食
ふ

白
檜
曽
の
雪
に
埋
も
れ
避
難
小
屋

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

終
の
地
も
住
め
ば
都
ぞ
初
つ
ば
め

農
を
継
ぐ
若
さ
輝
く
五
月
晴

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

太
陽
の
輝
く
命
鳥
巣
立

ほ
の
ぼ
の
と
囁
や
き
合
う
や
水
芭
蕉

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

春
耕
の
後
追
い
鴉
す
虫
拾
う

こ
も
れ
日
や
つ
つ
ま
し
く
咲
く
山
吹
よ

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

蛇
の
ご
と
蔓
巻
き
つ
け
し
木
も
芽
吹
く

大
家
族
朴
一
株
の
若
葉
風
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英
樹
さ
ん
は
、
鎌
田
の
渡
辺
製
菓

で
洋
菓
子
を
専
門
に
担
当
し
て
い
る
。

鎌
田
に
移
転
す
る
前
の
渡
辺
さ
ん
家

族
は
、
戸
倉
ス
キ
ー
場
近
く
で
一
時

代
を
作
っ
て
き
た
。
折
か
ら
の
饅
頭

ブ
ー
ム
と
世
界
的
に
有
名
な
尾
瀬
を

ネ
ー
ミ
ン
グ
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
商

品
、「
尾
瀬
思
い
出
饅
頭
」
は
、
今

想
い
返
す
と
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い

売
れ
た
し
、
忙
し
か
っ
た
。
英
樹
さ

ん
姉
弟
も
店
頭
、
鳩
待
峠
で
饅
頭
を

売
り
、
随
分
貢
献
し
た
と
い
う
。

英
樹
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
す
る

と
、
当
時
、
洋
菓
子
の
ワ
ッ
フ
ル
で

有
名
な
〝
ド
ン
ク
東
京
・
製
菓
部
〞

に
入
社
し
た
。
景
気
も
後
押
し
し
て

今
月
の
匠

⑮

渡
　
辺
　
英
　
樹
さ
ん

鎌
田
（
洋
菓
子
職
人
）

い
た
が
、
ワ
ッ
フ
ル
は
日
に
二
万
個

も
作
っ
て
い
た
と
い
う
。
製
菓
部
は

皆
熱
心
で
、
先
輩
が
講
師
に
な
り
定

期
的
に
勉
強
会
も
行
っ
て
い
た
。

平
成
九
年
、
戸
倉
の
渡
辺
製
菓
は
、

現
在
地
へ
移
転
す
べ
く
英
樹
さ
ん
に

声
を
か
け
た
。「
当
時
は
す
ん
な
り

と
家
業
に
入
っ
た
が
、
今
思
う
と
も

っ
と
会
社
に
居
た
か
っ
た
。
店
で
は

ケ
ー
キ
作
り
に
つ
い
て
自
分
が
一
番

詳
し
い
。
近
く
に
聞
く
人
も
い
な
い
。

こ
の
、
会
社
を
懐
か
し
む
思
い
が
、

今
の
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
原
動
力

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
日
々
勉
強

で
す
。」
と
語
る
英
樹
さ
ん
。
全
て

の
も
の
が
作
っ
て
い
て
楽
し
い
。
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
涼
を
感
じ
さ
せ
る

ゼ
リ
ー
も
の
を
作
っ
て
み
た
い
。

趣
味
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
当
面
の
目

標
は
、
国
家
試
験
・
洋
菓
子
技
能
士

一
級
取
得
だ
そ
う
で
す
。

※
俳
句
を
書
き
な
が
ら
饅
頭
を
作
っ

て
い
た
お
父
さ
ん
が
パ
ン
を
焼
き
、

コ
ロ
ッ
ケ
パ
ン
の
コ
ロ
ッ
ケ
を
揚
げ

る
お
母
さ
ん
、
厨
房
で
仲
良
く
仕
事

を
す
る
家
族
を
見
て
、
羨
ま
し
か
っ

た
で
す
。
花
豆
パ
ン
に
続
く
ヒ
ッ
ト

作
品
を
期
待
し
ま
す
。

渡辺製菓店内にて

東
小
川
の
商
工
会
青
年
部
員
と
有

志
の
会
員
二
十
一
名
で
構
成
さ
れ
る

「
東
小
川
会
」
は
五
月
二
十
六
日
に

東
小
川
地
区
内
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

清
掃
し
ま
し
た
。

当
日
は
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
な
ど
を

利
用
し
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
き
れ
い

に
磨
き
上
げ
ま
し
た
。
狩
野
孝
夫
会

長
は
「
冬
の
間
に
汚
れ
て
し
ま
っ
た

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
綺
麗
に
す
る
事

で
、
子
供
達
や
お
年
寄
り
を
交
通
事

故
か
ら
守
っ
て
あ
げ
る
事
に
よ
り
、

村
の
人
の
役
に
立
ち
た
い
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
に
、
兵
庫
県
に
生

ま
れ
た
〝
金
子
貴
子
〞
さ
ん
は
、
昭

和
六
十
三
年
に
日
本
青
年
奉
仕
協
会

で
、
一
年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

知
的
障
害
者
施
設
で
活
動
し
た
。
そ

の
間
で
一
度
、
施
設
の
人
達
と
尾
瀬

を
訪
れ
た
。
そ
の
時
の
尾
瀬
の
美
し

さ
、
ま
た
大
自
然
の
豊
か
さ
に
ふ
れ
、

翌
年
鳩
待
山
荘
に
て
一
夏
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
す
る
。

そ
の
間
に
片
品
の
青
年
と
知
り
合

い
結
婚
、
東
小
川
の
人
と
な
る
。

あ
る
時
、
東
京
の
文
芸
社
よ
り
、

青
少
年
向
け
の
作
品
募
集
が
あ
り
、

応
募
し
た
が
落
選
。
し
か
し
担
当
者

の
人
よ
り
、
違
う
作
品
が
あ
っ
た
ら

原
稿
を
送
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
、
書

き
溜
め
て
お
い
た
作
品
五
編
を
送

る
。
そ
の
結
果
、
作
品
が
評

価
さ
れ
、
リ
ネ
ッ
ト
の
草

原
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
深
山
花
流

と
名
付
け
ら
れ
て
出
版
さ
れ

る
。
本
体
定
価
九
百
円
と
消

費
税
。
楽
し
く
夢
の
あ
る
作

品
で
、
平
成
十
六
年
度
、
県

文
学
賞
児
童
文
学
部
門
で
入

選
す
る
。
片
品
に
新
し
い
若

い
文
学
者
の
誕
生
で
あ
る
。

片
品
村
文
化
展
に
て
、
平
成
十
六
年

度
優
秀
賞
と
し
て
表
彰
を
受
け
る
。

今
後
の
期
待
大
き
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
本
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
花
咲
、
花
咲
の
湯
ま
で
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

身
の
回
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
事
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

東
小
川
会
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
清
掃

県
児
童
文
学
賞
入
選

＝
リ
ネ
ッ
ト
の
草
原
＝

イチゴショートの仕上げ風景

勤務先、花咲の湯にて

カプチーノは短時間のうちに商品に
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▽
内
容

な
か
な
か
就
職
が
決
ま
ら
ず
困
っ

て
い
る
方
を
対
象
に
、
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
な
ど
就
職
に
役
立
つ
講
習
や

グ
ル
ー
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
求
人

活
動
の
反
省
会
・
作
戦
会
議
）
を

は
じ
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
事
情

に
応
じ
た
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
と
仕
事
探
し
（
求
人
開
拓
と

就
職
の
あ
っ
せ
ん
）
を
個
別
に
行

う
こ
と
で
、
約
４
ヶ
月
、
集
中
的

に
就
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

▽
期
間

十
七
年
九
月
〜
十
七
年
十
二
月
の

四
ヶ
月
間

※
会
場
へ
お
越
し
い
た
だ
く
の
は

十
五
日
間
程
度
で
す
。

▽
会
場

（
前
橋
会
場
）

県
立
前
橋
産
業
技
術
専
門
学
校

（
高
崎
会
場
）

県
立
高
崎
産
業
技
術
専
門
学
校

（
太
田
会
場
）

県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
学
校

▽
対
象
者

就
職
へ
の
強
い
意
欲
、
必
要
性
の

あ
る
概
ね
三
五
歳
以
上
の
求
職
者

※
長
期
求
職
者
、
中
高
年
齢
者
な

ど
就
職
が
困
難
な
方
を
優
先
し
ま

歴
史
の
教
科
書
で
お
な
じ
み
の
富

岡
製
糸
場
が
、
５
月
に
国
の
文
化
財

（
史
跡
）
指
定
の
答
申
が
さ
れ
、
近

い
う
ち
に
正
式
に
指
定
さ
れ
る
見
込

み
で
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
富
岡
製
糸
場

を
中
心
と
し
た
県
内
の
近
代
化
遺
産

を
世
界
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う

活
動
に
つ
い
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
考
え
る
「
つ
ど
い
」
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
時

６
月
28
日
（
火
）
午
後
２

時
〜
午
後
４
時

○
会
場

利
根
沼
田
県
民
局
庁
舎
１

階
　
１
０
１
会
議
室

○
内
容

・
伝
道
師
等
に
よ
る
世
界
遺
産
の
可

能
性
に
つ
い
て
の
説
明

・
参
加
者
と
の
質
疑
応
答

（
伝
道
師
は
群
馬
県
新
政
策
課
が

主
催
し
た
「
富
岡
製
糸
場
世
界
遺

産
伝
道
師
養
成
講
座
」
の
修
了
者

で
設
立
し
た
「
富
岡
製
糸
場
世
界

遺
産
伝
道
師
協
会
」
に
所
属
し
て

い
ま
す
。）

○
定
員

80
人
（
先
着
順
で
締
め
切

り
）

○
そ
の
他

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上

旬
に
か
け
て
、
県
内
の
11
行
政
事

務
所
で
同
様
の
「
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

○
申
込
方
法

６
月
27
日
（
月
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
申
込
先

沼
田
行
政
事
務
所
（
1

０
２
７
８
―
２
２
―
４
３
３
８
）

○
主
催

富
岡
製
糸
場
世
界
遺
産
伝

道
師
協
会
、
群
馬
県
新
政
策
課

○
共
催

利
根
沼
田
県
民
局
沼
田
行

政
事
務
所

「
と
こ
と
ん
就
職
支
援

(

第
２
期)

」
参
加
者
募
集

〜
Ａ
Ｌ
Ｌ
ぐ
ん
ま
キ
ャ
ラ
バ
ン
〜

「
世
界
遺
産
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
in
利
根
沼
田
」

の
参
加
者
募
集

す
。

▽
定
員

各
会
場
と
も
に
十
人
（
申
込
多
数

の
場
合
は
、
書
類
及
び
面
接
で
選

考
の
上
、
抽
選
）

▽
費
用

無
料

▽
申
込
期
間

七
月
一
日
（
金
）
〜
二
十
九
日

（
金
）

▽
申
込
方
法

村
役
場
労
働
行
政
担
当
課
（
む
ら

づ
く
り
観
光
課
）
県
行
政
事
務
所
、

各
産
業
技
術
専
門
校
、
県
庁
労
働

政
策
課
等
で
配
布
す
る
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
す
る
。

▽
申
込
先

〒
三
七
一
―
八
五
七
〇

県
庁
労
働
政
策
課
雇
用
促
進
グ
ル

ー
プ

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
労
働
政
策
課
（
電
話
〇
二
七

―
二
二
六
―
三
四
〇
六
　
フ
ァ
ッ

ク
ス
〇
二
七
―
二
二
三
―
七
五
六

六
）

基
礎
年
金
番
号
は
生
涯
変
わ
ら
な

い
「
一
人
一
番
号
」
の
仕
組
み
で
す
。

学
生
が
就
職
し
た
と
き
や
、
会
社
を

退
職
し
て
自
分
で
事
業
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
き
は
、
加
入
す
る
年
金

制
度
が
変
わ
り
ま
す
が
、
基
礎
年
金

番
号
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
に
よ

り
、
国
民
年
金
、
厚
生
年
金
ま
た
は

共
済
組
合
の
そ
れ
ぞ
れ
に
加
入
し
て

い
た
方
で
あ
っ
て
も
、
全
期
間
を
通

じ
た
年
金
の
手
続
き
や
年
金
加
入
記

録
の
照
会
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
は
、
従
来
の
国
民

年
金
、
厚
生
年
金
の
記
号
番
号
と
同

じ
十
桁
の
番
号
で
す
。

こ
の
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
九
年

一
月
の
時
点
で
ど
の
年
金
制
度
に
加

入
し
て
い
た
か
に
よ
っ
て
基
礎
年
金

番
号
が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

青
色
の
年
金
手
帳
を
お
持
ち
の
方

に
は
基
礎
年
金
番
号
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
色
の
年

金
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
は
基
礎
年

金
番
号
通
知
書
が
送
ら
れ
て
い
ま

す
。基

礎
年
金
番
号
は
、
年
金
に
対
す

る
問
合
せ
の
際
な
ど
に
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し
ょ

う
。

基
礎
年
金
番
号
は

「
一
人
一
番
号
」
で
す

連合「地域なんでも労働相談会」開催のお知らせ
連合群馬・沼田地域協議会では「地域なんでも労働相談会」を開催します。勤労者や地

域の皆さんが抱えている、職場の不安や悩みをご相談ください。
□日　時：７月　９日（土）・１０日（日）午前１０時～午後５時

７月１１日（月）午後６時～９時
□会　場：沼田市中央公民館（沼田市役所前）２階第１会議室
□相談料：無料
※労働問題のほか、市町村政・金融相談（議員や労働金庫が対応）なども受け付けます。
※問い合わせや当日の予約を事前に受け付けておりますのでフリーダイアル
0120－154－052へご連絡ください
URL：http://www.rengo-gunma.gr.jp

なお、この件についてのお問い合わせは連合沼田地協　1２３－０５４１へお願いします。
〔午前１０時～午後４時〕
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土
砂
災
害
危
険
個
所
の

調
査
の
お
知
ら
せ

下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
の
お
知
ら
せ

（
追
加
）

利
根
沼
田
パ
ス
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

母子会からのお知らせ よ
り
身
近
な
と
こ
ろ
で
パ
ス
ポ
ー

ト
の
申
請
・
受
領
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
、
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

１
業
務
開
始
日

平
成
17
年
６
月
１
日
（
水
）

２
所
　
在
　
地

利
根
沼
田
県
民
局
　
沼
田
行
政
事

務
所
内

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２
　
利
根

沼
田
県
民
局
庁
舎
１
階

1(

０
２
７
８)

２
２
―
４
３
３
８

３
業
務
内
容

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付
・
交
付

４
業
　
務
　
日

月
曜
か
ら
金
曜
日(

祝
日
・
年
末

年
始
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
を
除

く)

５
業
務
時
間

８
時
45
分
〜
16
時
30
分

６
そ
　
の
　
他

同
時
に
吾
妻
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

吾
妻
県
民
局
中
之
条
行
政
事
務
所

内中
之
条
町
大
字
中
之
条
町
６
６
４

1(
０
２
７
９)

７
５
―
３
３
０
１
）

７
問
い
合
わ
せ
先

利
根
沼
田
県
民
局
沼
田
行
政
事
務

所1(

０
２
７
８)

２
２
―
４
３
３
８

群
馬
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

1(

０
２
７)

２
２
５
―
１
２
０
１

群
馬
県
で
は
、
平
成
13
年
施
行
の

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
き
、
土
砂

災
害
の
恐
れ
が
あ
る
区
域
の
指
定
に

必
要
な
基
礎
資
料
を
作
成
す
る
た
め

現
地
で
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
区
域
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ま

に
は
、
私
有
地
に
立
ち
入
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
の
内
容

○
現
況
地
形
図
作
成
を
目
的
と
し
た

現
地
調
査

○
急
傾
斜
地
で
は
、
が
け
の
規
模
、

傾
斜
度
を
調
査
し
、
擁
壁
の
有
無

や
位
置
に
つ
い
て
の
測
量

○
谷
の
出
口
付
近
で
は
、
谷
筋
の
確

認
な
ど

調
査
場
所

利
根
郡
片
品
村
全
域

調
査
予
定
期
間

６
月
15
日
〜
10
月

31
日
　
午
前
８
時
〜
18
時
ま
で

調
査
会
社

国
際
航
業
株
式
会
社

東
京
都
日
野
市
旭
が
丘
３
丁
目
６

番
１
号

担
当
者
　
空
間
計
測
部
　
高
橋

1
０
４
２
（
５
８
３
）
３
６
１
０

発
注
者

群
馬
県
利
根
沼
田
県
民
局

沼
田
土
木
事
務
所

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２

担
当
者
　
企
画
管
理
グ
ル
ー
プ

中
島
、
齊
藤
　

1
０
２
７
８
（
２
４
）
５
５
１
１

片
品
村
下
水
道
条
例
に
よ
り
、
指

定
を
受
け
た
工
事
店
は
次
の
と
お
り

で
す
。

(

有)

真
庭
住
設
　
月
夜
野
町
月
夜
野

１
　
０
０
０
番
地

※
下
水
道
排
水
設
備
の
工
事
は
片
品

村
の
指
定
を
受
け
た
者
で
な
け
れ
ば

行
う
事
が
で
き
ま
せ
ん
。

か
ね
て
か
ら
花
咲
地
域
有
志
の
要

望
で
あ
り
ま
し
た
、
片
品
村
に
ま
つ

わ
る
昔
話
、
伝
説
な
ど
を
針
山
出
身

の
永
井
佐
紺
（
留
治
）
さ
ん
が
書
き

上
げ
、「
ふ
る
さ
と
の
民
話
」
と
し

て
花
咲
の
湯
が
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

題
字
は
片
品
中
学
校
三
年
星
野
優

美
さ
ん
が
筆
を
入
れ
ま
し
た
。

お
問
い
合
わ
せ
は
花
の
駅
「
花
咲

の
湯
」
1
２
０
―
７
１
１
１
ま
で

夏休みを利用して次のとおり母子家庭等
ふれあい交流事業を行います。
この機会に親子で夏休みの思い出をつく

りませんか。
記

１．期　日 平成17年８月２日（火）
～３日（水）（１泊２日）

２．行き先 新潟県寺泊海水浴場・長岡花
火大会　他

３．参加負担金 大人　9,000円
（母子会員外10,000円）
子供　7,000円
（母子会員外8,000円）

４．対象者 ひとり親家庭の親と子
５．申し込み 希望者は６月24日（金）ま
でに負担金を添えて母子会事務局（社会
福祉協議会事務所内）へ申し込んでくだ
さい。

※　定員25名になり次第、締め切ります。

’

図書室だよ
り�

挫折した音楽家の青年と脳に障害を負ったピアニストの少
女との宿命的な出会い。そして山奥の診療所で遭遇する奇蹟。
奇蹟の第３日目からは、涙が滲んでくる、『・・かつて持って
いたものを失くしてしまうのはなんて言うか、切ないですよ
ね。若さとか、さ・・』奇蹟の中で真理子は言う。啓輔は、
今を見出せるのか。

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
夏休み期間　月～金曜日
午前9時～午後5時開室
＊■はお休みです。

図書室カレンダー

『四日間の奇蹟』 浅倉卓弥 著

読んでみませんか 日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 2

3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

６
26

７
１

待
望
の
民
話
発
売



三
浦
　
道
明
　
女
　
彩
　
楓
　
幡
谷

(((

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
一
人

四
月
二
十
日
〜
五
月
十
九
日

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．６．７生）

笠原俊幸・梨恵さん（越本）のお子さん

命名

瑠々花名字に合う名、画数
を調べたところ、いく
つか候補を出し、その
中から「瑠々花」とい
う名に決めました。青
色の宝石、紺紫色で幻
想的な美しさをもち、
花のように華やかで美
しい人であってほしい
ので決めました。

健康で優しさのある
人、何事にも積極的に
取り組む人になってほ
しいです。

る る か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

６月18日（土）利根中央病院
19日（日）月夜野病院
25日（土）内田病院
26日（日）国立沼田病院

７月２日（土）沼田脳神経外科
７月３日（日）利根中央病院
７月９日（土）月夜野病院
10日（日）内田病院

◆休日の病院◆

16

国民健康保険税 第 ３ 期

村　県　民　税 第 １ 期

納期は６月30日（木）です

今月の�
  納期は�
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広報かたしな H17. 6

窓
　
口
　
か
　
ら�

◆
結
婚
さ
れ
た
方
々
　
三
組

福
　
田
　
伊
佐
央

京
　
都

○
中
　
畑
　
め
ぐ
み

鎌
　
田

○
金
　
子
　
大
　
介

沼
田
市

星
　
野
　
　
　
恵

築
　
地

○
星
　
野
　
忠
　
治

御
座
入

桐
　
澤
　
弥
　
生

沼
田
市

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
四
人

鈴
木
キ
ヨ
子
　
七
九
歳
東
小
川

戸
丸
　
ち
よ
　
八
九
歳
摺
　
渕

●
原
己
巳
二
　
七
五
歳
鎌
　
田

藤
井
　
美
那
　
　
十
歳
花
　
咲

６
／
10
〜
　
尾
瀬
ヶ
原
水
芭
蕉
見
頃

６
／
18
〜

武
尊
牧
場
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ

見
頃

６
／
19

武
尊
１
５
０
０
ｍ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
つ
つ
じ
祭
り

６
／
20

白
根
山
山
開
き

６
／
26
・
７
／
２

菅
沼
ラ
ベ
ン
ダ
ー

摘
み
と
り
体
験

７
／
上
〜

岩
鞍
正
面
ゲ
レ
ン
デ
、
ヤ

ナ
ギ
ラ
ン
・
ユ
リ
見
頃

７
／
９

ふ
れ
あ
い
バ
ザ
ー
ル

７
／
９

上
毛
新
聞
社
ま
ち
む
ら
元
気

21
（
片
品
村
で
開
催
）

７
／
９

越
本
祇
園
祭

※
敬
老
バ
ス
カ
ー
ド
の
販
売
は
保
健
福

祉
課
（
２
番
窓
口
）
に
な
り
ま
し
た

堀 澤 幸 夫 さ
ん 下平（20才）

ほり　さわ　 ゆき　 お

あ
や
　
　
か

ミ
ニ
情
報

五
月
二
十
一
日
（
土
）
尾
瀬
三
ヶ
峰

高
原
の
会
で
は
、
五
月
例
会
と
し
て
、

尾
瀬
グ
リ
ー
ン
街
道
（
村
道
鎌
田
・
立

沢
線
）
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、

・
尾
瀬
三
ヶ
峰
高
原
地
域
を
よ
く
知
る

こ
と

・
六
月
か
ら
始
ま
る
「
郷
土
学
」
の
下

準
備

・
こ
れ
か
ら
取
り
組
む
活
動
の
下
準
備

（
廃
車
の
確
認
・
道
路
脇
の
雑
木
の
様

子
や
眺
め
の
い
い
場
所
の
確
認
な
ど
）

・
街
道
沿
い
の
ゴ
ミ
拾
い

を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

五
月
晴
れ
の
中
、
参
加
し
た
十
五
人

は
午
後
一
時
に
片
品
林
檎
亭
前
を
出
発

し
、
菅
沼
・
築
地
・
下
平
の
三
地
区
の

石
仏
や
巨
木
・
昔
の
道
・
神
社
・
土
蔵

な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
約
六
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
道
の
り
を
四
時
間
か
け
て
立

沢
ま
で
歩
き
ま
し
た
。

ふ
だ
ん
、
何
気
な
く
車
で
通
り
過
ぎ

る
所
で
す
が
、
歩
い
て
み
る
と
意
外
と

宝
物
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し

た
。参

加
者
一
人
ひ
と
り
が
気
づ
い
た
こ

と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ
く
り
に
生

か
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

誤六
歳
到
達
後
、
最
初
の
年
度
末
ま
で

※
平
成
十
一
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま

れ
た
児
童

正九
歳
到
達
後
、
最
初
の
年
度
末
ま
で

※
平
成
八
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ

た
児
童

五
月
号
の
訂
正

９
ペ
ー
ジ
児
童
手
当
、
対
象
年
齢

「
尾
瀬
グ
リ
ー
ン
街
道
を
歩
こ
う
！
」

■父：信行さん荘母：みち子さん
■職業は何ですか：調理師です。現在、サエラリゾー
トホテルに派遣で来て働いています。

■趣味は何ですか：特にこれといったものはないので
すが、仕事が終わった後、柔道教室で子ども達に柔
道を教えるのが今は楽しいです。

■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：２年間片品を離れていたので、帰ってきて緑の多
さと水の旨さにあらためて気づきました。これから
もこのままの片品であってもらいたいと思います。
このままの片品を村民の力で守っていけたらいいと
思います。

■好きな異性のタイプ：優しくて一緒にて楽しい人が
いいです。




